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はじめに 
 
日 訪問看護 では、日 の 成を受けて、「訪問看護認 看護 ア

ー 事業」を、 年度から実 しています。 事業は、訪問看護認 看護 の

つの役 である「実 ・指導・相談」を活用して、全国の訪問看護体 の 実を図るこ

とを目的とした事業です。 
わが国では 年に指 （ 人）訪問看護 度による訪問看護ステーションからの

訪問看護が まり、現 、全国には か所に増加しています。 
しかし、訪問看護利用者 人未 が を める ど小 訪問看護ステーション

が い実 があり、運営や経営、看護の 、関 者との連携など、 な課題を

え、 ・ につながるところも数 くあります。 
このような な課題を える訪問看護ステーションに、訪問看護認 看護 が訪問

してコン ルテーションを行ってきました。特に、 年度からは、 設訪問看護ス

テーションが に増加している現状を まえ、対象を開設 年未 の訪問看護ステー

ションに って 事業を進めてきました。 
年度も開設 年未 の訪問看護ステーションを対象とし、 として中・ 国、

び関 地域の か所に対して、ア ー 事業を行いました。 
訪問看護ステーションでは運営や管理に関する課題を相談する が少ない実 と、そ

の課題に対する訪問看護認 看護 の対応方法 が に明らかになってきています。 
また、 地域の訪問看護ステーションの活性化と の 上、および認 看護 のス

ルアッ 、また認 看護 の を全国に ・ 発することにつながっていると考え

ております。 
このたび、 年度の事業報 書を作成いたしました。訪問看護認 看護 が

な課題の に取り組んだ内容を した報 書を、訪問看護の健全な運営に けて

活用いただけれ いです。 
後に、 事業を くださいました、日 に深 し上げますとともに、

いただきましたア ーの や訪問看護ステーションの 、関 者の

に より し上げます。 
 

   年 月 
                      法人 日 訪問看護  
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２ １ 年度 ア ー・事務 名  
（ ・ 称 ・ 年度所 ） 

 

ア ー  

 子 法人   立訪問看護 ンター 

 

  法人  正  

と の訪問看護ステーション ン ン 

 

小   フ アメ  

フ ア ースステーション  

 

子 代 児  部 ・地域 ース 成 ンター 

 

部   ラスター っと・は とステーションての ら 

 

 子 メ ス 訪問看護事業部 

 

 子 ラピ ン の上 ースステーション 

 

地  子  ルスケア ート  

訪問看護ステーション  

 

 由 子 法人   ケア ン ステーション 

 

 由  法人  さつき訪問看護ステーション 

 

  ッ  訪問看護ステーションはーと 

 

 由  ステ ス ー ケア ンター 

 

事務  法人 日 訪問看護   子  由  

 

出  

事業のア ー 者は、一 法人 日 訪問看護認 看護 を じて、

コン ルテーションを 意 域とし、課題を する訪問看護ステーションで役立てたい

と自 的に参加した者である。自 的に参加した者の中から、事務 が今年度の 対

象地域、 ・経験の ランス を検討し、上 名にア ーを した。 
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１   事業の概要 

 
１ 事業の目的 
 事業は、以 の目的で行った（図１参 ）。 
１）訪問看護認 看護 をア ーとして他の訪問看護ステーションに し、訪問看護の

に関する相談・指導を行うことにより、訪問看護の 化のための 整備をはかる。 
２）訪問看護認 看護 からア スを受けることにより、訪問看護ステーションが活性化し、よ

り くの利用者に の高い訪問看護を することができる。 
３）訪問看護認 看護 がもつ を発 する を 的に開 することにより、訪問看護認 看護

の認 度を高める。 
４）訪問看護認 看護 によるア ーの ット ー を する。 

 
２ 事業の対象と 方法 

開設の訪問看護ステーションが に増加している状 を考 し、 年度に き いて今年度も

開設３年未 の訪問看護ステーションをア ー 対象とした。対象地域は、 に中国・ 国地

方（ 取 、 、 、 、 、 、 、 、高 ）、 地方（

、 、長 、 、 分 、 、 児 、 ）、 び 、 、

の とした。 

ア ーとなる訪問看護認 看護 は、対象地域近 で訪問看護を実 している 年度の経験者

名と、 者 名の 名を 出した。 

対象地域の訪問看護ステーション か所と の看護 、訪問看護連 へ 集チラシ

を した結果、 か所の訪問看護ステーションから応 があった。 

ア ー 事業として対応する相談内容かどうかを検討し、 か所の訪問看護ステーションを

対象 設として した。しかし、 開 前に の理由により か所の訪問看護ステーションが

中 となったため再度 し、 り対象 設 か所とした。 

 

３ 事業実 方法 
 事業は、以 のような で実 した（図２）。 

１） のあった訪問看護ステーションの地域と相談内容を考 して、ア ーと 訪

問看護ステーションを日 訪問看護 が概 ッチン する。 
２） 訪問看護ステーションへ、ア ー と に自 設の自 評価に関する事

前アンケートを ・回収し、事前情報を る。 参考  
３） 出した 名のア ーを対象に事前 を実 する。事前 において、 ア

ーが 訪問看護ステーションの地域、相談内容を確認し、 を する。 
４） が したア ーは、 訪問看護ステーション 者と 連 を取り、 回訪

問日時の日 整を行う。日 訪問看護 より ステーションに した訪問日時を で

する。 
）ア ーは か所の 訪問看護ステーションに対して 回訪問し、 訪問後に訪問
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内容 を 出する。 
） 回の訪問以外にもア ーが必要と した には、 ・メール で相談・指導を行

う。 
） 回目の訪問後に日 訪問看護 より 訪問看護ステーションへ、ア ー 事業

に関する事後アンケートを する。 参考  
）訪問 後、 訪問看護ステーションへ したアンケートを回収・集 し、事業評価を行

う。 
 

ア ー事業実 で ア ーの だけでは対 な事 が発 した

は、日 訪問看護 が 相談にのった。 
 

４ 事業実  
 年 月～ 年 月 

  

＜事業の実 経 ＞  

年 月～ 月 事業開 備 

 月 訪問看護ステーションを 集し、  

ア ー 者  

 月 日（ ） ア ー事前  

 月～ 月 ア ーによる訪問看護ステーションへの訪問と相談 

年 月 日（ ） ア ー事後  

 ～ 月 事業のまとめ 
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２   事業の実 結果 

 

１ 事前   

開 日時： 年 月 日（ ） ： ～ ：  

所：  

出 者：ア ー（ 名） 

・ ・小 ・ 子・ 部・ ・ 地・ ・ ・  称  

事務 スタッフ（ 名） 

・  

者（ 名）は 年以上の経験者であったため、メール・ ・書類 で内容を した。 

 

内 容： 

・自  

・事業の流れ 

・ 意事  

・進 状 の報 方法、書類 出  

・ ッチン 訪問看護ステーション か所を 名のア ーに  

・事務連 、経 方法  

・ア ー経験者からのア ス、意見 換 

・ 応 、その他 
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２   事業の実 結果 

 

１ 事前   

開 日時： 年 月 日（ ） ： ～ ：  

所：  

出 者：ア ー（ 名） 

・ ・小 ・ 子・ 部・ ・ 地・ ・ ・  称  

事務 スタッフ（ 名） 

・  

者（ 名）は 年以上の経験者であったため、メール・ ・書類 で内容を した。 

 

内 容： 

・自  

・事業の流れ 

・ 意事  

・進 状 の報 方法、書類 出  

・ ッチン 訪問看護ステーション か所を 名のア ーに  

・事務連 、経 方法  

・ア ー経験者からのア ス、意見 換 

・ 応 、その他 
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２ ア ー 事業実 報   

 

訪問看護ステーション  

 

設訪問看護ステーションの 正な運営における課題と対策について 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ～ ：  

 参加者： 名（管理者 名 看護 名） 

 

（１） 相談内容 

① の相談（ 、 、 院時 指導後 できなかった ） 

 ② 運営・管理について（ ンコールや みスタッフの 代 整の方法、ス ルアッ の方法 ） 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

１回目の訪問では、３ におけるケース メントやステーション運営の課題、 度の理 に

ついてのア スが であった。 

今回の相談内容を して、 への や訪問看護 ー スの り方について、また運営管理の面

からも、訪問看護事業運営を されていることがわかった。そのために利 関 なく 近に相談で

きる も必要な状 であった。経営への レッシ ーがなくても、事業の のためには利用者数の

確保と する ー スの 保、そのためのスタッフの 成と が必 である。さらに、 事

への訪問や 時訪問体 の整備についても、地域に した訪問看護ステーションとして成長す

るためには積極的に していく要 である。そのためにはどのような体 であったら対応できるの

か、ステーションとしての 評価を 的に考えていく必要がある。 

（３） 相談への対応とその理由 

の相談においては、利用者 点で 方法や訪問回数 検討していくことと、その中には加算

報 で後 しされている内容もあることを説明した。報 や 度は訪問看護 ー スの 正な

を方 けるものであることも えた。 数事業所 の 、 ステーション えに 来の

ステーションに の をすることへの も見受けられる。しかしながら、利用者にとって必要

なニー を ッチし、利用者もステーションも 理のない で ー スが できるのであれ 、

することなく をしていっても いと した。また、看護 や利用者への 意説明 も

に実 する必要があり、 の 保持にも めてもらうように をかけた。 

の については、たとえ な するのか、 における訪問 テーションとの

働の意 など、訪問看護を 開する中でア スメントと実 な対応やケアについて意見 換し

た。 

数のステーションがすでに している 部で地域に す訪問看護活動を実 するために、

訪問看護ステーション の のつながりや、地 の で 見 りになった ー ス 事業

者との の見える関 を にされるようにとア スした。 

  

                            

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

「 しい 点が られた。来てもらって かった。」と言っていただいた。 

（ ） 訪問日以 のやりとり 

２回目訪問日 整の 、認 についての相談をと伺い、２回目訪問も 相談中 での

になることを して んだ。地域の訪問看護ステーション の のつながりで地域 への

発活動にも されており、ア ー地域での け作成パンフレット した。 

 

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（管理者 名 看護 名） 

（１） １回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

１回目の 相談は３事 であったが、２回目訪問時は４事 であった。なかでも１回目で相談を

受けた について、ア ー訪問日前日に され、訪問日に へ参 される で

あった。 された家族の後 や しみが 面に病的な を えていないかなどの看護としての

点と、その後の 族への訪問 の方法 を した。 者のア スメントの中に、 護の長 化

による 性的な 護 労と思考 が伺える相談もあった。家族看護における課題と家族 えの

みを 的に える訪問看護ならではのア スメントの 点を意見 換した。 

事業運営面では、１回目訪問時に利用者が 名だったが、２回目訪問時は 名、月 の訪問

数を確保できていることを確認した。 時 対応については、前回 名だったのが、３ 月

で 名の があり、 日事業所ではじめての 訪問を実 されたとのことだった。看護 も 名

体 となっているが、利 を確保する稼働数に っていないため、目 設 の考え方について説明

した。 

１回目訪問後に課題として げた事業所の 評価について、 ンコール対応時の 日勤務 に対

する勤 管理や、事業所として所 地域とどのように関わり、 との連携を してどう地域に

していくのか、「訪問看護 ー ス 評価の ラ ン」と来年 時 情報を説明した。 

（２） ２回のア ー 事業を した全体的な評価 

２回目訪問の は、現地に伺ってから の相談を受けたので、事前情報がない中でどこまで対応

できるかと考えていた。日 の看護実 の現 では から へと についての な課題であ れ

るのは、訪問 ステーションでも自事業所でも じであり、認 看護 としてのコン ルテーション

の が められている、と 感した。それでも、タ ーな事 へのア スをする もあ

り、また 状や状 をア スメントし と 活をつな 役 が訪問看護 にあることを具体的に説

明することができた。 

の相談を受けながらも、そこから 見える事業所運営の健全化や、収 そのものに携わって

いく必要性についても す が 度かあった。認 看護 の と に、管理者として経営や運

営に携わってきた経験や、地域の近隣ステーションをはじめとする と情報 換し連携し 働し

てきた感 もア ス内容に活かすことができた。 

１回目訪問時に、２回目訪問に けて「地域から信 される事業所作りの中で、どのような事業所

を作っていくのか、理 やそのための行動をスタッフみなさまの言 で る。」ことができるように、
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２ ア ー 事業実 報   

 

訪問看護ステーション  

 

設訪問看護ステーションの 正な運営における課題と対策について 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ～ ：  

 参加者： 名（管理者 名 看護 名） 

 

（１） 相談内容 

① の相談（ 、 、 院時 指導後 できなかった ） 

 ② 運営・管理について（ ンコールや みスタッフの 代 整の方法、ス ルアッ の方法 ） 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

１回目の訪問では、３ におけるケース メントやステーション運営の課題、 度の理 に

ついてのア スが であった。 

今回の相談内容を して、 への や訪問看護 ー スの り方について、また運営管理の面

からも、訪問看護事業運営を されていることがわかった。そのために利 関 なく 近に相談で

きる も必要な状 であった。経営への レッシ ーがなくても、事業の のためには利用者数の

確保と する ー スの 保、そのためのスタッフの 成と が必 である。さらに、 事

への訪問や 時訪問体 の整備についても、地域に した訪問看護ステーションとして成長す

るためには積極的に していく要 である。そのためにはどのような体 であったら対応できるの

か、ステーションとしての 評価を 的に考えていく必要がある。 

（３） 相談への対応とその理由 

の相談においては、利用者 点で 方法や訪問回数 検討していくことと、その中には加算

報 で後 しされている内容もあることを説明した。報 や 度は訪問看護 ー スの 正な

を方 けるものであることも えた。 数事業所 の 、 ステーション えに 来の

ステーションに の をすることへの も見受けられる。しかしながら、利用者にとって必要

なニー を ッチし、利用者もステーションも 理のない で ー スが できるのであれ 、

することなく をしていっても いと した。また、看護 や利用者への 意説明 も

に実 する必要があり、 の 保持にも めてもらうように をかけた。 

の については、たとえ な するのか、 における訪問 テーションとの

働の意 など、訪問看護を 開する中でア スメントと実 な対応やケアについて意見 換し

た。 

数のステーションがすでに している 部で地域に す訪問看護活動を実 するために、

訪問看護ステーション の のつながりや、地 の で 見 りになった ー ス 事業

者との の見える関 を にされるようにとア スした。 

  

                            

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

「 しい 点が られた。来てもらって かった。」と言っていただいた。 

（ ） 訪問日以 のやりとり 

２回目訪問日 整の 、認 についての相談をと伺い、２回目訪問も 相談中 での

になることを して んだ。地域の訪問看護ステーション の のつながりで地域 への

発活動にも されており、ア ー地域での け作成パンフレット した。 

 

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（管理者 名 看護 名） 

（１） １回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

１回目の 相談は３事 であったが、２回目訪問時は４事 であった。なかでも１回目で相談を

受けた について、ア ー訪問日前日に され、訪問日に へ参 される で

あった。 された家族の後 や しみが 面に病的な を えていないかなどの看護としての

点と、その後の 族への訪問 の方法 を した。 者のア スメントの中に、 護の長 化

による 性的な 護 労と思考 が伺える相談もあった。家族看護における課題と家族 えの

みを 的に える訪問看護ならではのア スメントの 点を意見 換した。 

事業運営面では、１回目訪問時に利用者が 名だったが、２回目訪問時は 名、月 の訪問

数を確保できていることを確認した。 時 対応については、前回 名だったのが、３ 月

で 名の があり、 日事業所ではじめての 訪問を実 されたとのことだった。看護 も 名

体 となっているが、利 を確保する稼働数に っていないため、目 設 の考え方について説明

した。 

１回目訪問後に課題として げた事業所の 評価について、 ンコール対応時の 日勤務 に対

する勤 管理や、事業所として所 地域とどのように関わり、 との連携を してどう地域に

していくのか、「訪問看護 ー ス 評価の ラ ン」と来年 時 情報を説明した。 

（２） ２回のア ー 事業を した全体的な評価 

２回目訪問の は、現地に伺ってから の相談を受けたので、事前情報がない中でどこまで対応

できるかと考えていた。日 の看護実 の現 では から へと についての な課題であ れ

るのは、訪問 ステーションでも自事業所でも じであり、認 看護 としてのコン ルテーション

の が められている、と 感した。それでも、タ ーな事 へのア スをする もあ

り、また 状や状 をア スメントし と 活をつな 役 が訪問看護 にあることを具体的に説

明することができた。 

の相談を受けながらも、そこから 見える事業所運営の健全化や、収 そのものに携わって

いく必要性についても す が 度かあった。認 看護 の と に、管理者として経営や運

営に携わってきた経験や、地域の近隣ステーションをはじめとする と情報 換し連携し 働し

てきた感 もア ス内容に活かすことができた。 

１回目訪問時に、２回目訪問に けて「地域から信 される事業所作りの中で、どのような事業所

を作っていくのか、理 やそのための行動をスタッフみなさまの言 で る。」ことができるように、
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とア ーとして がけた。実 は ってもらうまでは らなかったものの、 ラ ン

により考えるきっかけは できた。開業半年では、理 やア ション ランを自 の言 で る

はないものかもしれない。それでも、地域の中に け んでいこうという姿勢があり、 設事業所

の運営が 正かつ地域で必要な としての立ち を確立したい、という思いも わってきた。ア

ーとしてその思いを後方 できるように、ア ー自 の による の 上が

められることを再認識した。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞  

 

 管理者・ステーションにおける業務 ・フ ーの見 し  

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（ 長 名、所長 名） 

（１）相談内容 

① スタッフの月 訪問 数の 正な訪問回数が分からない。 

② 看護 の ルートの方法。 

③ 訪問スケ ュール管理、スタッフの 、情報 の方法、業務効 化。 

④ 訪問 数を増やすための方法 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

 ① 訪問看護ステーションを開設して 年目のステーションである。また、管理者とスタッフ に訪

問看護の経験がなく訪問看護ステーションの運営について 識を持っていない。そのため、業務

の効 化や効果的な運営ができていない。 

 ② 地域から訪問の があるが、看護 が不 しているためそれを うために所長が一日の とん

ど訪問を行っている。そのため、所長はステーションにいつも不 の状 である。そのため、ス

タッフの やケア ー、病院などの問い わせについても な対応もできていない。 

③ 所長が、 日中訪問を行っているため管理 の業務が って所長自 が しており、相談相 も

おらずストレスフルな状 になっている。 

（３）相談への対応とその理由 

業務の効 化については、訪問スケ ュールに一 性がないために、スタッフの き時 を 効的

に活用することができていない。そのため、現 の訪問を整理して一日の訪問スケ ュールを他のス

タッフと じになるように 整する。また、所長の訪問 数を少なくしてスタッフの 成や営業活動

を行いえる時 を確保する。そうすることで、スタッフの日 の訪問の 問点や不安を すること

ができ につなげる。また、 宅や病院への営業活動への時 を確保するように を行う。 

（４）相談者の反応 結果および成果  

これまで、訪問看護の経験がないことや相談相 がいないため所長の 的な安 とそれに い自

分が えている問題が 化してきた。また、今回の課題に取り組 持ちも前 きになった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

  メールを 用して進 状 の確認を行った。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（ 長 名、所長 名、） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問後、来年度の看護 の 用が していた。しかし、 ー ー的 であった
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とア ーとして がけた。実 は ってもらうまでは らなかったものの、 ラ ン

により考えるきっかけは できた。開業半年では、理 やア ション ランを自 の言 で る

はないものかもしれない。それでも、地域の中に け んでいこうという姿勢があり、 設事業所

の運営が 正かつ地域で必要な としての立ち を確立したい、という思いも わってきた。ア

ーとしてその思いを後方 できるように、ア ー自 の による の 上が

められることを再認識した。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞  

 

 管理者・ステーションにおける業務 ・フ ーの見 し  

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（ 長 名、所長 名） 

（１）相談内容 

① スタッフの月 訪問 数の 正な訪問回数が分からない。 

② 看護 の ルートの方法。 

③ 訪問スケ ュール管理、スタッフの 、情報 の方法、業務効 化。 

④ 訪問 数を増やすための方法 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

 ① 訪問看護ステーションを開設して 年目のステーションである。また、管理者とスタッフ に訪

問看護の経験がなく訪問看護ステーションの運営について 識を持っていない。そのため、業務

の効 化や効果的な運営ができていない。 

 ② 地域から訪問の があるが、看護 が不 しているためそれを うために所長が一日の とん

ど訪問を行っている。そのため、所長はステーションにいつも不 の状 である。そのため、ス

タッフの やケア ー、病院などの問い わせについても な対応もできていない。 

③ 所長が、 日中訪問を行っているため管理 の業務が って所長自 が しており、相談相 も

おらずストレスフルな状 になっている。 

（３）相談への対応とその理由 

業務の効 化については、訪問スケ ュールに一 性がないために、スタッフの き時 を 効的

に活用することができていない。そのため、現 の訪問を整理して一日の訪問スケ ュールを他のス

タッフと じになるように 整する。また、所長の訪問 数を少なくしてスタッフの 成や営業活動

を行いえる時 を確保する。そうすることで、スタッフの日 の訪問の 問点や不安を すること

ができ につなげる。また、 宅や病院への営業活動への時 を確保するように を行う。 

（４）相談者の反応 結果および成果  

これまで、訪問看護の経験がないことや相談相 がいないため所長の 的な安 とそれに い自

分が えている問題が 化してきた。また、今回の課題に取り組 持ちも前 きになった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

  メールを 用して進 状 の確認を行った。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（ 長 名、所長 名、） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問後、来年度の看護 の 用が していた。しかし、 ー ー的 であった
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スタッフの が まっていた。また、その スタッフは利用者を自分が するステーシ

ョンへ き きを行っていた。そのため、所長はそれに対する対応に われて前回の訪問よりも業務

は を極めていた。だが、所長の業務の については の看護 を 用するということで今後

少し が見 まれる。また、訪問スケ ュールの 整については 上ではあったが進められていた。

そして、全体的な業務フ ーの見 しも検討されており、作業の効 化という 点で訪問 での

が行なえるように の導 に けて前 きに検討中であった。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

開設して もないということから、日 の業務のフ ーの見 しや所長としての役 の整理など

点が にわたっていた。今回のア ー 事業で、訪問スケ ュールの見 しや を

取り れた業務フ ーの見 しを した。また、所長が 立しており訪問看護ステーションの所長

としての経験も浅いため管理者 や訪問看護のステーション けの経営 ミ ーへの参加を

した。 などへの参加で、 識やス ルの はもちろんのことであるが相談相 や ができる

ことも できると考える。 

事前の課題 出が に行えていれ 回の訪問中に、業務フ ーの具体的な の方法などにつ

いて み んだ内容でより具体的なア スが であったと考える。また、全体的には、 上で

あるが業務 は進んでいるため今後 に されることを したい。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

  

 ステーションの利用者確保と運営についての相談   

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、看護 名、作業 法 名） 

（１）相談内容 

① 看護 が全員訪問看護の 者の 受ける き やステッ アッ が分からない 
② が しい(現状 1～2 /日 度の訪問)  
③ 今後ターミ ルケアの必要な利用者を受け れていくにあたりどういった 備が必要か 
④ 実地指導に けて、書類は整っているか確認したい 

 管理者としてやる き業務の確認 
（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 病 での経験は であり、管理者もスタッフも くの を経験しているが訪問看護について

んだことがなく、 を いいかもわからない状 であった 

② 管理者は を立ち上げてから 人目とのことだが、 人目は高 者で もわからない状 であっ

たためケア が相談できなかった、 人目はステーションのお を持ち げしたとのことで

地域からの評 が いため、営業をしても につながらない。 日 ～ の訪問である。 

③ ターミ ルケアも き受けたいが 人で をどのように回す きか。 人は子 がいて対

応が しいこともあり、管理者が を 所持している状 。 宅でのターミ ルケアに

ついての方法などもわからず、相談もできない。 

④ 実地指導の 備をしておいた方がいいと の の管理者などに言われるがどうす きか不明。

せて管理者としてどういったことを日 の業務中で行う きかもよくわからない。 長は理

法 で地域が れたところにある の ー スにおり相談もできない状 。 

（３）相談への対応とその理由 

① 地域的に が少ない。ターミ ルケアをこれから行いたいとのことでターミ ルケアの を

した。 度などに関しては子 がいるスタッフは に出ることも しいため時 がある

うちに 内での をするように めた。 

② 地域のケア ー けにチラシを作っているとのことで確認した。チラシとして人目を く

ものがなくわかりにくかったため、 成や い、内容について「見てもらうためにどうするか」

のア スを行った。スト の事 であったが、スト の説明やどういった をしたかにつ

いては に関して不 な にもわかるようにより具体的な書き方に した。 

③ 宅ではターミ ルケアの経験がないとのことであり地域のターミ ルが 意な と相談をする

よう める。 せて子 のいるスタッフにどの 度まで を られるか確認。やはり 、 日対

応は 理とのことであったため、 と月に受けるターミ ルケアや 対応が必要な利用者の数をス

タッフが増えるまでは しスタッフの を しながら 対応ができるようにした。 

④ ルテについて確認。 回 書について説明と、実地指導でよく聞かれる内容について説明。 
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スタッフの が まっていた。また、その スタッフは利用者を自分が するステーシ

ョンへ き きを行っていた。そのため、所長はそれに対する対応に われて前回の訪問よりも業務

は を極めていた。だが、所長の業務の については の看護 を 用するということで今後

少し が見 まれる。また、訪問スケ ュールの 整については 上ではあったが進められていた。

そして、全体的な業務フ ーの見 しも検討されており、作業の効 化という 点で訪問 での

が行なえるように の導 に けて前 きに検討中であった。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

開設して もないということから、日 の業務のフ ーの見 しや所長としての役 の整理など

点が にわたっていた。今回のア ー 事業で、訪問スケ ュールの見 しや を

取り れた業務フ ーの見 しを した。また、所長が 立しており訪問看護ステーションの所長

としての経験も浅いため管理者 や訪問看護のステーション けの経営 ミ ーへの参加を

した。 などへの参加で、 識やス ルの はもちろんのことであるが相談相 や ができる

ことも できると考える。 

事前の課題 出が に行えていれ 回の訪問中に、業務フ ーの具体的な の方法などにつ

いて み んだ内容でより具体的なア スが であったと考える。また、全体的には、 上で

あるが業務 は進んでいるため今後 に されることを したい。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

  

 ステーションの利用者確保と運営についての相談   

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、看護 名、作業 法 名） 

（１）相談内容 

① 看護 が全員訪問看護の 者の 受ける き やステッ アッ が分からない 
② が しい(現状 1～2 /日 度の訪問)  
③ 今後ターミ ルケアの必要な利用者を受け れていくにあたりどういった 備が必要か 
④ 実地指導に けて、書類は整っているか確認したい 

 管理者としてやる き業務の確認 
（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 病 での経験は であり、管理者もスタッフも くの を経験しているが訪問看護について

んだことがなく、 を いいかもわからない状 であった 

② 管理者は を立ち上げてから 人目とのことだが、 人目は高 者で もわからない状 であっ

たためケア が相談できなかった、 人目はステーションのお を持ち げしたとのことで

地域からの評 が いため、営業をしても につながらない。 日 ～ の訪問である。 

③ ターミ ルケアも き受けたいが 人で をどのように回す きか。 人は子 がいて対

応が しいこともあり、管理者が を 所持している状 。 宅でのターミ ルケアに

ついての方法などもわからず、相談もできない。 

④ 実地指導の 備をしておいた方がいいと の の管理者などに言われるがどうす きか不明。

せて管理者としてどういったことを日 の業務中で行う きかもよくわからない。 長は理

法 で地域が れたところにある の ー スにおり相談もできない状 。 

（３）相談への対応とその理由 

① 地域的に が少ない。ターミ ルケアをこれから行いたいとのことでターミ ルケアの を

した。 度などに関しては子 がいるスタッフは に出ることも しいため時 がある

うちに 内での をするように めた。 

② 地域のケア ー けにチラシを作っているとのことで確認した。チラシとして人目を く

ものがなくわかりにくかったため、 成や い、内容について「見てもらうためにどうするか」

のア スを行った。スト の事 であったが、スト の説明やどういった をしたかにつ

いては に関して不 な にもわかるようにより具体的な書き方に した。 

③ 宅ではターミ ルケアの経験がないとのことであり地域のターミ ルが 意な と相談をする

よう める。 せて子 のいるスタッフにどの 度まで を られるか確認。やはり 、 日対

応は 理とのことであったため、 と月に受けるターミ ルケアや 対応が必要な利用者の数をス

タッフが増えるまでは しスタッフの を しながら 対応ができるようにした。 

④ ルテについて確認。 回 書について説明と、実地指導でよく聞かれる内容について説明。 
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（４）相談者の反応 結果および成果  

① ターミ ルケアについてはそれ れのスタッフを に に行かせたいとのことで、内容につ

いて にメモを取っていた。 ラーニン も進めていくとのこと。 

② 「不利な状 で に い、自分たちは 意もあって一 やっているのに前の人たちのせい

で どうせあんたたちも じような感じなんでし としか見てもらえない」と す。 をし

ながら、少しずつ今の関わりの中でフ ンを増やしていくことを目 としたい えると いてい

た。またチラシに関しては訪問後す にチラシを再度作成してみたので確認して しいとメール

が られてきた。図を れたり の を えたり きな が見られた。確認後再度

正して している。 

③ 病院や訪問 の で連携ができそうなところをピッ アッ して連 を取るように えたと

ころ、 回の地域の で をしてみると前 きな 子であった。 

④ 類も 正した点がメールで され、訪問時に えたことはす て していた。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

時メールでのやり取りをして しいチラシ の 正や進 報 のやり取りをしていた。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、看護 名） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

訪問看護のケアの内容を したチラシを作成し 的にケア ーに している。チラシ

はア スを受けて今までとは い人目を く ントを んで作成できている。チラシの を

してから 数が増えたと し、利用者数も増えている 名で ～ 日 日 度、

は きがない状 。 長からもア ー 後に い結果が出てきていると言われたの

で しいとのこと。ターミ ルケアの のためにア ーが めた に参加し、自分たち

のレ ルがいかに いか、地域のレ ルの を感じたので して に行きたいとのことで現 の

地域では 流が持てなかったが の地域の看護 と ルー ー などを行って を受けた 子

であった。地域で看取りをする が少なくターミ ルケアの実 の はまだ来ていないが き

きターミ ルケアの に けて りたい。という が聞かれた。 

 スタッフが 名 することになり、 に人 の確保が必要という たな問題が じていた。

を 用することは 的に しいとの 長の とのことであった。以前から になってい

た ー ー の内容の や の利用についてア スを行った。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

はア ーということでコーチン 体での を考えていたが、1 回目の訪問時に「全

くどうしていいかわからないんです」との を伺い、テ ーチン に り えての となった。 
日とも必ず相談者以外のスタッフも しており、ステーション全体の人数は少ないながらもみ

んなで して問題を したいという意 が感じられるステーションであった。1 回目の訪問後、

相談者をはじめスタッフはア スに 応しその結果利用者数が増えたことが きな たえと

なった 子であり、実 に 長から評価されたことが しいとの言 も聞かれていた。 の参加

                            

もスタッフを しており、地域のケア ーや と積極的に関 を持つことがステーション

全体で行えていたことも利用者数の増加に きく していると思われる。 ステーションとの連

携が取りにくい地域であったため、今後も相談者が相談する相 を地域で見つけることは しいよう

に思われた。 ったことがあれ して相談に応じることを えている。 
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（４）相談者の反応 結果および成果  

① ターミ ルケアについてはそれ れのスタッフを に に行かせたいとのことで、内容につ

いて にメモを取っていた。 ラーニン も進めていくとのこと。 

② 「不利な状 で に い、自分たちは 意もあって一 やっているのに前の人たちのせい

で どうせあんたたちも じような感じなんでし としか見てもらえない」と す。 をし

ながら、少しずつ今の関わりの中でフ ンを増やしていくことを目 としたい えると いてい

た。またチラシに関しては訪問後す にチラシを再度作成してみたので確認して しいとメール

が られてきた。図を れたり の を えたり きな が見られた。確認後再度

正して している。 

③ 病院や訪問 の で連携ができそうなところをピッ アッ して連 を取るように えたと

ころ、 回の地域の で をしてみると前 きな 子であった。 

④ 類も 正した点がメールで され、訪問時に えたことはす て していた。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

時メールでのやり取りをして しいチラシ の 正や進 報 のやり取りをしていた。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、看護 名） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

訪問看護のケアの内容を したチラシを作成し 的にケア ーに している。チラシ

はア スを受けて今までとは い人目を く ントを んで作成できている。チラシの を

してから 数が増えたと し、利用者数も増えている 名で ～ 日 日 度、

は きがない状 。 長からもア ー 後に い結果が出てきていると言われたの

で しいとのこと。ターミ ルケアの のためにア ーが めた に参加し、自分たち

のレ ルがいかに いか、地域のレ ルの を感じたので して に行きたいとのことで現 の

地域では 流が持てなかったが の地域の看護 と ルー ー などを行って を受けた 子

であった。地域で看取りをする が少なくターミ ルケアの実 の はまだ来ていないが き

きターミ ルケアの に けて りたい。という が聞かれた。 

 スタッフが 名 することになり、 に人 の確保が必要という たな問題が じていた。

を 用することは 的に しいとの 長の とのことであった。以前から になってい

た ー ー の内容の や の利用についてア スを行った。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

はア ーということでコーチン 体での を考えていたが、1 回目の訪問時に「全

くどうしていいかわからないんです」との を伺い、テ ーチン に り えての となった。 
日とも必ず相談者以外のスタッフも しており、ステーション全体の人数は少ないながらもみ

んなで して問題を したいという意 が感じられるステーションであった。1 回目の訪問後、

相談者をはじめスタッフはア スに 応しその結果利用者数が増えたことが きな たえと

なった 子であり、実 に 長から評価されたことが しいとの言 も聞かれていた。 の参加

                            

もスタッフを しており、地域のケア ーや と積極的に関 を持つことがステーション

全体で行えていたことも利用者数の増加に きく していると思われる。 ステーションとの連

携が取りにくい地域であったため、今後も相談者が相談する相 を地域で見つけることは しいよう

に思われた。 ったことがあれ して相談に応じることを えている。 
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＜ 訪問看護ステーション＞  

 

 安 した事業運営と 連携・ 働の り方について   

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、実 名） 

（１）相談内容 

① 人 成について（経験 な実 の高いスタッフにはどのような ールを用いたらよいか 

② のための効果的な営業について（ 関・ケア ーからの が少ない） 

③ 他 連携・ 働について（ やケア ーと 認識が持てない） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 「訪問看護 シート」を されていたが、管理者自 が訪問看護の経験がないためどのよ

うに 成していけ よいのかという不安な 子も伺えた。 的な事業所内の ・ は行え

ておらず、また、 者 はスタッフ（ 上 ）が出 していた。 

② について、 の見える関 を していけるような営業を行っているのか ると 業コン ル

を受けた に「営業は で い」と言われたのでそのようにしているという だった。 

③ については、 宅 の な コント ールや意思 が行われていないことに対し、

理的な レン を感じ、 ス ンフ レンスを したが受け れてもらえない。また、ケア

ーに訪問看護の必要性を理 してもらえず な算 に がっていないという現状があっ

た。以上のことから は他 をコー ートする 客管理も含めた メントの 点と

目 管理ではないかと感じた。 

（３）相談への対応とその理由 

①ステーションの理 を し ある ア ンが ける組 体 が整えられるよう、長

の立 を した。（ 年度 で と成長の 点、業務 スの 点、 客（ 者・

家族）の 点、 員の 点、 務の 点を整理）。まずは、 ー ス 化加算が取れる体 の整

備を した（ シートを利用したラ ー ）。 

②③については、まずは管理者の「 の高い ケアを実 したい」という い、 理的感受性の

高さについて 認した。意思 で 分な し いがなされていない、不 な コント ー

ルに対して自 ・ 行・ の により レン を え、 の に活かせるようにと ス

ンフ レンスを していることは しい取り組みであることを えた。今後は、他 を て

る 点を持つことを した。 者・家族をア ケ トし意思 に積極的に関わり、ケア

ーや との 渉、 整を行うことで他 の の 上にも がり、必要とされるステーシ

ョンとして されること、また、現 、 の見える関 作りが出来ていないので、 者 には

管理者が出 し、ステーションを利用することで かできるのかをわかりやすく え していくこ

とが にも がることを えた。訪問看護の 客は 者だけではなく、 ・ケア

ー も含まれるため、 客 の 点からア ーチし、 して働きかけることが であること

を えた。 

                            

（４）相談者の反応 結果および成果  

訪問看護の経験がなく方 性がずれていないかという不安についてはとても い実 を行ってい

たため 認することで自信につながったのではないかと面談後の 情より感じとることができた。 

①について「目 管理と人事考課との連動もなく感 で めていたので、そのように 化できる

ものがあるとスタッフの目指す方 性も明確になるのでよいのではないか」という であった。 

②③について、 と 者や家族の け を行うのも役 であることを えると「 宅はそこま

でお 立てが必要なのか そういえ 、 はタ ミン をみてうまく関わっている」という発言

から連携のとり方や 客について り る となっているようだった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

メールで相談内容を要 し、具体的な を した。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

相談内容①の人 成に関しては シートを活用して実 されており、自 の課題も明確になり、

今後の ョンも することができていた。相談内容②③の のための効果的営業や他

連携・ 働については、 の見える関 作り、スタッフに せていた 者 への出 、 宅ケア

の 識が不 している ・ケア ーを てる 点（ 客と えア とすること）を持ち

取り組 事で と訪問 数は増えており、 をお りするかどうかという たな相談が発

していた。また、地域の看取りの の 上に がる の も と取り組まれていた。家族へ

ンタ ュー行い、家族の思いが き出せる ス ンフ レンスを行うのだと目を ラ ラさせて ら

れた。「前をやっと くことができた。ずっと を いていた。これまでずっと焦っていた。」と自

を 現され、これまでを客 的に り る となっていた。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

管理者自 も シートを用いて自 評価したことで「自 の課題が明確になった」と 、

や の ニュアルもなかった に作成すると報 された。 がいつ行っても じように出来る

よう、 を保てる体 を整えることが人 成にも がると理 されていた。日 の実 の フレ

ションについては、管理者対スタッフで に行われており、 きを き出す関わりがなされてい

た。スタッフの 所に目を けるのではなく、長所を せるような も行えていた。一方で、こ

れまで運営 は行えておらず、訪問看護事業の収 や の状 もスタッフには えていな

かった。 など管理者一人で っていることも いように感じた。訪問看護は 立 算 で

あり、スタッフで行える 客管理もあるため、組 の安 化について 事者意識を て を るこ

とも不 である。そのためには管理者とスタッフの関 における指 を明確にする必要性

も えた。今回、 ョンも明確にされたのでスタッフと し う を整えてみてはどうかと

した。 来の目 管理とは、スタッフ がそれ れの目 を目指して 事をした結果、それにより

み出された成果が組 の目 成に がり、スタッフ の成長にも がるというしくみである。

ピーター・ ・ ラッ ーは目 管理の の利点を「自 管理は い動 けをもたらす。自分の
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＜ 訪問看護ステーション＞  

 

 安 した事業運営と 連携・ 働の り方について   

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名、実 名） 

（１）相談内容 

① 人 成について（経験 な実 の高いスタッフにはどのような ールを用いたらよいか 

② のための効果的な営業について（ 関・ケア ーからの が少ない） 

③ 他 連携・ 働について（ やケア ーと 認識が持てない） 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 「訪問看護 シート」を されていたが、管理者自 が訪問看護の経験がないためどのよ

うに 成していけ よいのかという不安な 子も伺えた。 的な事業所内の ・ は行え

ておらず、また、 者 はスタッフ（ 上 ）が出 していた。 

② について、 の見える関 を していけるような営業を行っているのか ると 業コン ル

を受けた に「営業は で い」と言われたのでそのようにしているという だった。 

③ については、 宅 の な コント ールや意思 が行われていないことに対し、

理的な レン を感じ、 ス ンフ レンスを したが受け れてもらえない。また、ケア

ーに訪問看護の必要性を理 してもらえず な算 に がっていないという現状があっ

た。以上のことから は他 をコー ートする 客管理も含めた メントの 点と

目 管理ではないかと感じた。 

（３）相談への対応とその理由 

①ステーションの理 を し ある ア ンが ける組 体 が整えられるよう、長

の立 を した。（ 年度 で と成長の 点、業務 スの 点、 客（ 者・

家族）の 点、 員の 点、 務の 点を整理）。まずは、 ー ス 化加算が取れる体 の整

備を した（ シートを利用したラ ー ）。 

②③については、まずは管理者の「 の高い ケアを実 したい」という い、 理的感受性の

高さについて 認した。意思 で 分な し いがなされていない、不 な コント ー

ルに対して自 ・ 行・ の により レン を え、 の に活かせるようにと ス

ンフ レンスを していることは しい取り組みであることを えた。今後は、他 を て

る 点を持つことを した。 者・家族をア ケ トし意思 に積極的に関わり、ケア

ーや との 渉、 整を行うことで他 の の 上にも がり、必要とされるステーシ

ョンとして されること、また、現 、 の見える関 作りが出来ていないので、 者 には

管理者が出 し、ステーションを利用することで かできるのかをわかりやすく え していくこ

とが にも がることを えた。訪問看護の 客は 者だけではなく、 ・ケア

ー も含まれるため、 客 の 点からア ーチし、 して働きかけることが であること

を えた。 

                            

（４）相談者の反応 結果および成果  

訪問看護の経験がなく方 性がずれていないかという不安についてはとても い実 を行ってい

たため 認することで自信につながったのではないかと面談後の 情より感じとることができた。 

①について「目 管理と人事考課との連動もなく感 で めていたので、そのように 化できる

ものがあるとスタッフの目指す方 性も明確になるのでよいのではないか」という であった。 

②③について、 と 者や家族の け を行うのも役 であることを えると「 宅はそこま

でお 立てが必要なのか そういえ 、 はタ ミン をみてうまく関わっている」という発言

から連携のとり方や 客について り る となっているようだった。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

メールで相談内容を要 し、具体的な を した。 

 

２） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者： 名（所長 名） 

（１） 回目訪問看護の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

相談内容①の人 成に関しては シートを活用して実 されており、自 の課題も明確になり、

今後の ョンも することができていた。相談内容②③の のための効果的営業や他

連携・ 働については、 の見える関 作り、スタッフに せていた 者 への出 、 宅ケア

の 識が不 している ・ケア ーを てる 点（ 客と えア とすること）を持ち

取り組 事で と訪問 数は増えており、 をお りするかどうかという たな相談が発

していた。また、地域の看取りの の 上に がる の も と取り組まれていた。家族へ

ンタ ュー行い、家族の思いが き出せる ス ンフ レンスを行うのだと目を ラ ラさせて ら

れた。「前をやっと くことができた。ずっと を いていた。これまでずっと焦っていた。」と自

を 現され、これまでを客 的に り る となっていた。 

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

管理者自 も シートを用いて自 評価したことで「自 の課題が明確になった」と 、

や の ニュアルもなかった に作成すると報 された。 がいつ行っても じように出来る

よう、 を保てる体 を整えることが人 成にも がると理 されていた。日 の実 の フレ

ションについては、管理者対スタッフで に行われており、 きを き出す関わりがなされてい

た。スタッフの 所に目を けるのではなく、長所を せるような も行えていた。一方で、こ

れまで運営 は行えておらず、訪問看護事業の収 や の状 もスタッフには えていな

かった。 など管理者一人で っていることも いように感じた。訪問看護は 立 算 で

あり、スタッフで行える 客管理もあるため、組 の安 化について 事者意識を て を るこ

とも不 である。そのためには管理者とスタッフの関 における指 を明確にする必要性

も えた。今回、 ョンも明確にされたのでスタッフと し う を整えてみてはどうかと

した。 来の目 管理とは、スタッフ がそれ れの目 を目指して 事をした結果、それにより

み出された成果が組 の目 成に がり、スタッフ の成長にも がるというしくみである。

ピーター・ ・ ラッ ーは目 管理の の利点を「自 管理は い動 けをもたらす。自分の
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事 りと成果を評価できなけれ ならない」と 、成果を していくことが の成長にも が

ることを している。組 の目 がわからなけれ スタッフはどこを目指し かっていけ よいの

かわからないので、人 成と目 管理を連動させ すると、より一 い方 へ かうのではな

いかと感じた。課題に け 取り組 のある管理者なので訪問看護 ー ス 評価を した。 

現 、分析中であり き き を行う。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞  

 

ステーションの の 上に けた体 整備と看護と の 働への取り組み 

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者、スタッフ（看護 名、 名、 名、事務 名） 名 

（１） 相談内容 

① 業務について： 員 、 ニュアルの整備、 整えていきたいと考えているので、他の事業

所の現状や 言を きたい 

② いスタッフで意 的に活動しているが、 識や の 上にも取り組んでいきたいと考えてい

る。 には参加し自 には務めているが、 かに取り組んでいけることはどういったこ

とがあるか 

③ 訪問看護ステーションの看護と の体 くりや今後の方 性について 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

業務については、スタッフからも 員 や 書があった うがいいのではないか、という意見が

でており、管理者は 用者に対しても、 時 じように説明、指導を行うことができ、 しい

業務の中でも 人 に える ールとして、体 整備を行っていきたいと考えていた。また、スタ

ッフの 年 が く、 識や これでいいのか、と ことも くあるとの事であった。 自

月に 回は地域の に参加し自 に め、事 検討も いたときに集まって事業所内で実

している状 であったが、 月から ンフ レンスを 化し、事 検討も 立てて行おうと考

えており、事 検討の方法や、 、流れ 効果的な方法を思 中であった。 

のケースにおいては、 だけの で稼働している状 にあり、 年度の 度の動

きも見 えて、 と看護の 働の 化を考えていかないといけないと スタッフも く感じてい

る。地域のケア の中に訪問看護ステーションからの 、という考えはなく、どのような

り でその 化について理 を て、看護と の 働 の につなげていくことができるか

している。 

（３） 相談への対応とその理由 

ステーションのスタッフはみな意 的であり、常によりよくするための行動を考え、活動している

状 が伺えた。 員 については、 のスタッフに必要性を感じるものをあげてもらい、まずは

という で取り組みをスタートさせてもいいのではないか。また、事 検討 については、時

ルールを め、ア ーテ な意見 換が であること。 も、 は めて 的に実 し、

化してきたら、検討したいケースを積極的に出して進めていく方 で取り組めるのではないか

管理者に えた。 識や については、外部 への参加の と、事 検討でケースを検討す

ることで の思考の スを り、考え方の方 性やそこで課題となった 的なことがあれ 、

それを事業所内の で していく事 。思考の スを ることは、考え方の や理

ができ、 の きや びにつながると考える。 

だけのケースについては、まずは地域のケア に、訪問看護の役 ・ 、そして訪問
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事 りと成果を評価できなけれ ならない」と 、成果を していくことが の成長にも が

ることを している。組 の目 がわからなけれ スタッフはどこを目指し かっていけ よいの

かわからないので、人 成と目 管理を連動させ すると、より一 い方 へ かうのではな

いかと感じた。課題に け 取り組 のある管理者なので訪問看護 ー ス 評価を した。 

現 、分析中であり き き を行う。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞  

 

ステーションの の 上に けた体 整備と看護と の 働への取り組み 

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者、スタッフ（看護 名、 名、 名、事務 名） 名 

（１） 相談内容 

① 業務について： 員 、 ニュアルの整備、 整えていきたいと考えているので、他の事業

所の現状や 言を きたい 

② いスタッフで意 的に活動しているが、 識や の 上にも取り組んでいきたいと考えてい

る。 には参加し自 には務めているが、 かに取り組んでいけることはどういったこ

とがあるか 

③ 訪問看護ステーションの看護と の体 くりや今後の方 性について 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

業務については、スタッフからも 員 や 書があった うがいいのではないか、という意見が

でており、管理者は 用者に対しても、 時 じように説明、指導を行うことができ、 しい

業務の中でも 人 に える ールとして、体 整備を行っていきたいと考えていた。また、スタ

ッフの 年 が く、 識や これでいいのか、と ことも くあるとの事であった。 自

月に 回は地域の に参加し自 に め、事 検討も いたときに集まって事業所内で実

している状 であったが、 月から ンフ レンスを 化し、事 検討も 立てて行おうと考

えており、事 検討の方法や、 、流れ 効果的な方法を思 中であった。 

のケースにおいては、 だけの で稼働している状 にあり、 年度の 度の動

きも見 えて、 と看護の 働の 化を考えていかないといけないと スタッフも く感じてい

る。地域のケア の中に訪問看護ステーションからの 、という考えはなく、どのような

り でその 化について理 を て、看護と の 働 の につなげていくことができるか

している。 

（３） 相談への対応とその理由 

ステーションのスタッフはみな意 的であり、常によりよくするための行動を考え、活動している

状 が伺えた。 員 については、 のスタッフに必要性を感じるものをあげてもらい、まずは

という で取り組みをスタートさせてもいいのではないか。また、事 検討 については、時

ルールを め、ア ーテ な意見 換が であること。 も、 は めて 的に実 し、

化してきたら、検討したいケースを積極的に出して進めていく方 で取り組めるのではないか

管理者に えた。 識や については、外部 への参加の と、事 検討でケースを検討す

ることで の思考の スを り、考え方の方 性やそこで課題となった 的なことがあれ 、

それを事業所内の で していく事 。思考の スを ることは、考え方の や理

ができ、 の きや びにつながると考える。 

だけのケースについては、まずは地域のケア に、訪問看護の役 ・ 、そして訪問
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看護ステーションの の役 ・ 、そしてそこを 化 働 することの効果について って

いただくア ーチが必要であることを えた。 

（４） 相談者の反応（結果 び成果） 

管理者は、再度全体で必要な 員 は かをスタッフ全員から意見を出してもらい、役 分 して

進めていけるように取り組 とのことであった。また、事 検討 についても、 的に進めていけ

るよう、 分で事 検討ができるように、事前 備（ ルテに目を してもらっておく、検討課題

を明確にして進める ）、ルールを めて取り組んでみるとのことであった。 

と看護の 化については、ケア の代 の方にケア 全体に えていける について相談

し、日 の関わりの中でも、訪問看護ステーションの の役 について をしていきながら、

理 が られるように取り組んでみるとのことであった。 

（ ） 訪問日以 のやりとり 

一度メールで相談に対する を行い、 日目の訪問を えた。 

 

） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：管理者、作業 法 名 名 

（１） 回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

員 、 ンフ レンスについては、 、 、業務 、感 ・安全対策、 ンフ レンス・

ンシ ント対策 、 つの 員 を立ち上げ ー ー、 ー ーを め、 目 、長 目

を め動き めており、 ンフ レンスは、 回ランチミーテ ン を 。事 検討もルールを

め、効果的な 法の検討中であった。進み めた かりなので、 を意識しながら してい

く、とのことであった。 

のみのケースに看護も関わっていくことについては、 労 の を に、それ れの役

について をしながら、訪問看護ステーションからの について説明し、 年 月を

に、 行できる方 でケア に をし、ステーションの体 整備もしていきたいとの事であった。 

（２） 回のア ー 事業を した全体的な評価 

意 とパ ーのあるステーションで、その取り組みの テ さと自分たちの進めたい方 性が

はっきりしており、ア ーの える言 をきっかけに、 な思考で具体化させていくことで

たな発 につながっていると感じた。 いスタッフ かりで、これでいいのかと んでいた点につ

いては、ア ーの として、 認や 感、また経験からの 言をすることで、その を き

だしていくことにつながると感じた。 

 

 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞  

 

地域の中でステーションの みを 化した事業所運営を考える 

 

１） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：所長、管理者、 、常勤スタッフ 名 名 

（１） 相談内容 

① 利用者 、 り上げを増やすための営業方法など りたい 

② 訪問看護スタッフの 成、 方法を りたい 

（２） 相談を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題点の焦点化） 

立ち上げて 年経ち、利用者を増やしてきたいと考えているが、地域の中 病院はす て訪問看護

をもっており、 することに さを感じている。また、管理者も も、病院での 経験のみ

で訪問看護は めてで、 地 で今後どのように利用者を できるか している。 

スタッフの 成についても、現 は数回 行後一人で訪問としているが、 看護 もおり、スタッ

フの実 に があり、 方法に んでいる。外部 にも参加するようにしているが、 かにど

のような方法が効果的か している。 

（３） 相談への対応とその理由 

事業所の状 、近隣の の状 を確認し、現 の取り組みを確認。その上でステーションの み

を整理していくと、 ステーションは 訪問看護にも積極的に取り組んでおり、 訪問看護

は の病院がみなしで実 しているが、中 病院の訪問看護は対応していない状 であった。

を えながら、他の病 を 発している方も いと考えられるため、 と他の 管理

を 面から管理できることを みとして中 病院の訪問看護が対応 と感じていたり、 の

みなしの訪問看護がターミ ルや 度の高いケースの対応を と感じていた 、そこに

し、しっかり ートすることで、 かのケースの にもつながるのではないかと考えた。 

また、ステーションとしての ョンが明確でなかったため、まず ョンを明確にしていくこと

も必要で、どの方 にステーションを 化していくのかによって、スタッフの 成についても、まず

取り組まなけれ ならない課題を 出・整理し、 を立てていくことが必要ではないかと考え

る。 

（４） 相談者の反応（結果 び成果） 

管理者、 より、まず事業所としての ョンを明確にできるよう具体的に考え、そこで が必

要か、どのように実 していくことができるか検討していきたいとの事であった。所長からは、

で 院しているケースの一時 院の について、 の うでアパートを 備して活用していけ

るよう 整中であり、そこに訪問看護でもしっかり ートできれ 、病院と 宅のお いの必要性

がかみ い 院 につなげていくことができると考えられるため、 の に を れてしっ

かりと体 くりをしていきたいとのことであった。 の はすでに動き めているとの事で、こ

れから病院の や地域の相談 ンターに取り組みについて説明し、受け れ体 やその後のフ

ー をしっかりと ち出してきたいとの意 が伺えた。 
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スタッフの 成についても、現 は数回 行後一人で訪問としているが、 看護 もおり、スタッ
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を 面から管理できることを みとして中 病院の訪問看護が対応 と感じていたり、 の

みなしの訪問看護がターミ ルや 度の高いケースの対応を と感じていた 、そこに

し、しっかり ートすることで、 かのケースの にもつながるのではないかと考えた。 
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要か、どのように実 していくことができるか検討していきたいとの事であった。所長からは、
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るよう 整中であり、そこに訪問看護でもしっかり ートできれ 、病院と 宅のお いの必要性

がかみ い 院 につなげていくことができると考えられるため、 の に を れてしっ

かりと体 くりをしていきたいとのことであった。 の はすでに動き めているとの事で、こ
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事業事業報告



                            

） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：所長、管理者、 、常勤スタッフ 名 名 

（１） 回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時 げていた① ョンの明確化② 訪問看護の 実について、取り組みの進

状 を確認していった。 

ョンについては、事業所内でみんなで し い、事業所として意思 一された ョンを げ

ていたので、それに対するア ション ランを確認した。これについては、もう少し検討していくと

の事であったが、意 的に事業所全体で取り組んでおり、 ラスの要 が く見受けられるため、ア

ション ランを明確に げることで実 の 化ができていくと感じた。 

訪問看護については、アパートも 動しはじめ、行政や関 関にも に行き、効果的な

と理 を ることができたとの事であった。現 名の 者がおられ、 にもう 名

との事で、 の で病院に説明に伺った 、 で に したケースの をうけ、

面が ートできるステーションとして関りができ、今後のケース につながりそうな状 が

あるとの事であった。 

利用者の については、少しずつ増えてきており、ケア からも をかけてもらいやすい関

性が けているとの事であった。また、 月に スタッフが とのことなので、 たな開

として、地域 ンターへのア ーチについて していった。これは 的 点での

と看護の により、いったん訪問看護を 業したとしても、加 とともに らかの がみられた

り、 の が じた時には再度関わっていくことで、必要な ー スを効果的に活用し、利用者

にとっても となる につながると考える。 と看護の連携や 働については、 年度の

度 に けても、事業所としての方 について確認し、しっかりと検討してくとの事であった。 

（２） 回のア ー 事業を した全体的な評価 

開所後 年 は、 りでステーション運営をしてきたとのことで、 の中で訪問看護を実 し

ていく や、事業所としての ョンが不明確であったが、今回一 に現状を見ていくことで、自

分たちの いていく訪問看護の方 性が見え、そこに かってどのように取り組んでいく必要がある

か、具 的な取り組みを き出すことができたと考える。ア ーは、相談者からの げかけに

対し、 きや思いを き出せる が必要であり、相談者を ンパ メントしていく役 があると

考える。 

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞  

 

開設 年度、利用者数・看護 数が増加しない 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ～  

 参加者：（経営者兼所長） 

（１） 相談内容 

開設から 月を えるが、①利用者数が 名、②看護 名で増加しない。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 所長が一人で営業してきた。利用者 増 名 月の目 に ない 

② 看護 員 常勤 名、 常勤 名、常勤換算 名。 人 うっているが 用に がらない 

（３） 相談への対応とその理由 

① まず現状確認した。経営 の認識、 業体 から 算して 月 にする時 を明確にしたか

ったためである。開設から 月で 月あたりの訪問回数 回、 上 ～ 、経 ～

、 業体 としては、今年度いっ いは現状でも対応 であること、 な看護を 開して

いきたい方 であることを相談者と 認識した。 

に営業方法について説明した。事業所の 名度をあげ、ケア ーと の見える関 を

する必要があると考えたからだ。 

② 経 のかからない 人方法を した。 人にはお をかけてよいと 的には考えているが、

現 の経営状 では経 を する必要があると考えたからだ。 

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

① 的に営業し、 的に利用者を する必要があることが分った。スタッフと をして、営

業してみますと った。事業所パンフレットや事業所 内 ーフレットを しようとの意 的

な意見も出た。 

② ー ー や の活用に取り組んでみる方法があったと き、パ コンを 意とするス

タッフがいると った。 

（ ）その他 

   類の不備がないかとの相談もあったが、きちんと整備されていた。 

 

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ～  

（１） １回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

① 相談者は、 宅 事業所・開業 に ～ 月の営業活動をした。 員と に、行政と看護

の訪問看護 活動や地域 の ランテ アにも参加した。 

その結果、 しいケア ーからの があった。しかし、利用者の と の数が 数

であったため 増には らなかった。 
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） 回目訪問 

 日時： 年 月 ： ～ ：  

 参加者：所長、管理者、 、常勤スタッフ 名 名 

（１） 回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

回目の訪問時 げていた① ョンの明確化② 訪問看護の 実について、取り組みの進
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ション ランを明確に げることで実 の 化ができていくと感じた。 
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② 常勤 員が常勤になる を えてきているので、来年度から 時 対応体 を整えることが

まった。このことが利用者増に がることを している 子だった。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

① 回目の訪問から 回目まで、利用者増加の結果は られなかった。ただし、 的に営業する

取組は実 されていた。営業効果は３ 月後に出る されるので、 がもてる。 

② 働きやすい人 関 が されており、 員が 常勤から常勤を した。①を み、経 のか

からない 人も していく方 がしめされて、 っとした。 

年 ～ のステーションが開業し、 のステーションが する。中でも開業から 年以

内の が い理由の一つに、事 のように利用者の が しいことにあると言われている。営業

を、看護 は とんど経験しないが、訪問看護では必要である。効果的な営業方法についての は、

今後必要だと考えさせられた。  

  

                            

＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

訪問看護未経験の所長と経営・運営をどうすれ よいか考える 

 

１）１回目訪問 

 日時： 年 月 ～  

 参加者：所長、スタッフ 名 

チー ーシン か受け持ち か。看護の の 一化を図る方法は。 

（１） 相談内容 

① 現 名の利用者をチー ーシン で訪問している。 時対応が にできるようにと考

えてのことだ。今後、利用者と看護 が増えれ 、看護 一人 たりが じ利用者に 訪問す

る が長くなる。今後は にした方がよいか 

② ミスが じても、上 が 事者でないため、 に相談したらよいものか 

ある利用者への ミスがあった。 事者であるスタッフは やかに管理者に報 した。ただち

に管理者とスタッフで、利用者・家族には 、 と説明をした。それから管理者は と

ケア ーに やかにも報 ・ の をした。この を法人 部に報 すると、訪問

があったにもかかわらず を訪問して するよう指 された。このことに関し訪問の方

が なのではないかと に ちていない。 、法人内に 一された ニュアルがあるが、実

レ ルの内容ではない。法人内の所長たちに相談したいのだが、所長 は中 されている。今後、

な事 策をどのように立てていったらよいか。 

加えて、 員の看護経験や に がある。事 なく 一した看護を するにはどうしたらよ

いか。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 相談者はチー ーシン 、 それ れの利点・ 点を明確には理 できていない。加え

て利用者が今後増加していくと しているが、いつ どの 増えるか、対応できるかという不安

がある。 

② 訪問看護未経験者だけの開設 もない事業所のため みや り とが 数あるが、相談 がない。 

管理者は 員と 人面談を 的に実 しているが、人事考課のためで 評価をしたことはな

い。また 評価 を持っていない。事業所内 ニュアルはない。 

（３） 相談への対応とその理由 

① チー ーシン と の利点・ 点について し いながら明確にした。 な体

した。利用者が増えても対応できる方法があることで不安がなくなり、どちらの方法を する

か事業所に いた方法の ができると考えたからだ。 

② まず 員は管理者を含め全員が訪問看護未経験者である。そのメン ーで利用者を増やし、

しあって訪問し、事業所が明るくはつらつとして しい で 象と え、関 から開

した。 に相談者は ス メント意識が高く、事業所内に関連する書 も えている。

ンシ ント・ア シ ント報 書も作成され、事業所内で事 対策や 策を し って め

ているので、 であると評価し、自信をてるよう関わった。それから ンシ ント・ア シ
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② 常勤 員が常勤になる を えてきているので、来年度から 時 対応体 を整えることが
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（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

① 回目の訪問から 回目まで、利用者増加の結果は られなかった。ただし、 的に営業する

取組は実 されていた。営業効果は３ 月後に出る されるので、 がもてる。 

② 働きやすい人 関 が されており、 員が 常勤から常勤を した。①を み、経 のか

からない 人も していく方 がしめされて、 っとした。 

年 ～ のステーションが開業し、 のステーションが する。中でも開業から 年以

内の が い理由の一つに、事 のように利用者の が しいことにあると言われている。営業

を、看護 は とんど経験しないが、訪問看護では必要である。効果的な営業方法についての は、

今後必要だと考えさせられた。  
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 日時： 年 月 ～  

 参加者：所長、スタッフ 名 

チー ーシン か受け持ち か。看護の の 一化を図る方法は。 

（１） 相談内容 

① 現 名の利用者をチー ーシン で訪問している。 時対応が にできるようにと考

えてのことだ。今後、利用者と看護 が増えれ 、看護 一人 たりが じ利用者に 訪問す

る が長くなる。今後は にした方がよいか 

② ミスが じても、上 が 事者でないため、 に相談したらよいものか 

ある利用者への ミスがあった。 事者であるスタッフは やかに管理者に報 した。ただち

に管理者とスタッフで、利用者・家族には 、 と説明をした。それから管理者は と

ケア ーに やかにも報 ・ の をした。この を法人 部に報 すると、訪問

があったにもかかわらず を訪問して するよう指 された。このことに関し訪問の方

が なのではないかと に ちていない。 、法人内に 一された ニュアルがあるが、実

レ ルの内容ではない。法人内の所長たちに相談したいのだが、所長 は中 されている。今後、

な事 策をどのように立てていったらよいか。 

加えて、 員の看護経験や に がある。事 なく 一した看護を するにはどうしたらよ

いか。 

（２） 対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

① 相談者はチー ーシン 、 それ れの利点・ 点を明確には理 できていない。加え

て利用者が今後増加していくと しているが、いつ どの 増えるか、対応できるかという不安

がある。 

② 訪問看護未経験者だけの開設 もない事業所のため みや り とが 数あるが、相談 がない。 

管理者は 員と 人面談を 的に実 しているが、人事考課のためで 評価をしたことはな

い。また 評価 を持っていない。事業所内 ニュアルはない。 

（３） 相談への対応とその理由 

① チー ーシン と の利点・ 点について し いながら明確にした。 な体

した。利用者が増えても対応できる方法があることで不安がなくなり、どちらの方法を する

か事業所に いた方法の ができると考えたからだ。 

② まず 員は管理者を含め全員が訪問看護未経験者である。そのメン ーで利用者を増やし、

しあって訪問し、事業所が明るくはつらつとして しい で 象と え、関 から開

した。 に相談者は ス メント意識が高く、事業所内に関連する書 も えている。

ンシ ント・ア シ ント報 書も作成され、事業所内で事 対策や 策を し って め

ているので、 であると評価し、自信をてるよう関わった。それから ンシ ント・ア シ
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ントを 全に くすことはできないので、今の取組を するよう した。 

そして法人 部に 者がいないため相談できないという思いに 感し、相 理 を深めること

を促した。そして 近に相談者をつくるために、 ルー 内の所長 を再開できるよう上 に

働きかけること、地域の所長 の ット ー を促した。 

その後、年 や実務経験が なる看護 が訪問看護に 事し めた たりなので、安全で確実な

看護の を目指した具体策が必要だと考え、訪問看護に必要な看護 目と評価 を し

た。指導方法を に考えた。 

（４） 相談者の反応（結果および成果） 

① チー ーシン にするか にするかを、 回までに全 員で し うと自 した。

また事業 を立 し、利用者 目 と 員 用 を立てることの必要性を理 した。 

② 近な相談者を確保するために、法人内外の所長 の連携をとれるよう働きかける方法を

しようという意 を持てた。また 一の安全な看護を するために、訪問看護に必要な看護

目一 を って、 人面談でスタッフと一 に 評価をし、 Ｔで指導する目 を に

立 した。 

（ ） 訪問日以 のやりとり 

以 、 点の 相談があった。 

① 事業所で作成した ニュアルのチ ッ がないとのことだった。 で ニュアルを っ

てもらい、ア ーがチ ッ した。 

② 上 から だといわれ、 が していた。 を見せられたが見方がわからないとのこと

だった。 回訪問時に の説明をすることとした。 

③ 常勤看護 名が 児 に った。 人活動に取り組 。   

  

２）２回目訪問 

 日時： 年 月 ～  

 参加者：所長 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

① 員で し、チー ーシン を することになった 

② ニュアルを作成して実 、 チ ッ を作成し管理者と 員で相 評価した。さらに利用

者 度 を実 し、 い評価を て自信がもてた。ケア ーや には信 を せ

てくれているところもあり、 ット ー も しているとのことだった。 

員が 少した は、全 員のチー ー をさらに にしている。 

法人内の所長 は中 のままである。近隣の所長は病院からの訪問看護で、相談してみたがス

テーションのことはわからないとのことだった。 で ニュアルチ ッ を受けたことに、感

していた。今後もア ーと連 を取り うことを すると、 っとしていた。 

③ の見方がわかった。収 がわかると、 が少ないとの不 や増 の 渉が でないと自

ら できた。また から事業 を み き、利用者 と 員 用の数と時 を ること

ができた。そして法人 部と相談しながら、経営目 と運営目 を連動させて立 し、 的に

利用者を することや 員 用も 的に実 する必要性を理 することができた。 

                            

（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

１回目のア ス 時に内容を して えた成果として、課題が明確になり 回目訪問まで

に をすることができた。ア ーが訪問後も して関わることを んで けて、訪問看護

の ット ー 作りをできた。 
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（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 
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（２） 回目のア ー 事業を した全体的な評価 

１回目のア ス 時に内容を して えた成果として、課題が明確になり 回目訪問まで
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＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

安 した事業運営と人 管理について 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者 名（代 取締役・看護 ・ 護 専門員） 

（１）相談内容 

① 開設して 年経 したが、 利用者が増えない。営業方法に問題があるのではないか 

② スタッフが しない。スタッフとの関わり方に んでいる。 意するとす めると言われる。

たに 用したスタッフは みが く、 っている 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

利用者確保のためには、 れるステーション・信 されるステーションでなけれ いけないが、

現利用者が関わっているケア や 関からの （ ピーター）も全くないことから、 ー

スの に問題があるのではないか、 客 が られていないのではないかと考えられた。相談者は、

営業方法に問題があり、そのために 利用者が増えないと考えていたが、利用者確保のためには、

ー スの が一 要であることを理 してもらう必要があった。 

ー スの の評価に関しては、相談者はスタッフとの 行訪問も とんど出来ておらず、スタッ

フがどのような訪問看護を しているのか できていなかった。 、 面で 意しなくては

いけないようなことがあっても、スタッフの「 める」という言 が く、言いたいことも言えない

状 となり、スタッフがどんどんルー になっていると感じていた。スタッフの ・ 内のルール

くりができていないことで現 の問題が じていることが明らかとなり、 に対応が必要な状

であった。 

（３）相談への対応とその理由 

利用者が増えない は、営業方法に問題があるのではなく、地域で れるステーションになっ

ていないことが であることを えた。な れないステーションなのかを一 に考えた結果、

①スタッフへの 体 が不 分（訪問看護の に加え、 面でも）② 客 の 点で運

営できていない③地域の関 関（ケア や 関）への報 や相談がなく、関 性が でき

ていないことが げられた。これらの課題に対しての取り組みを行うことで、地域に信 され れ

るステーションになるのではないかとア スした。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

相談者は、 の がないのは、営業方法に問題があると考えていたが、問題は うところにあ

るということが理 でき、課題は いが、一つずつ取り組んでいきたいとの発言が聞かれた。まずは、

ステーションの理 をスタッフに え、そのために たちはこの な ー スを していこうとい

う方 をきちんと立てて人 成に取り組んでいくこと、また ー スの評価をして 客 が ら

れるように の確保に取り組んでいくと された。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

回目の訪問以 は、 んだ にはメールでの相談に応じることにしていたが、現状報 だけで、

                            

たな相談はなかった。 

 

２）２回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者 名（代 取締役・看護 ・ 護 専門員） 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

前回の相談後、地域の訪問看護ステーションが することになり、そこからの が き

ていた。相談者としては、もっと くの が しいとの思いがあり、営業をす きか まれていた

が、まずは、現 の利用者に対する ー スをきちんと行うことで、その後の が増えるのではな

いかと えた。現状でも、利用者からの ン ルや レー があり、 客 が られていない状

が いていることが明らかであった。相談者は 回目の相談以 、管理者と し いを行い、 ー

スの を見 す必要性を えていたが、 か 意すると管理者が感情的になってしまうため、言い

たいことも言えない状 が いており、 が見られないとのことであった。 的に利用者を 体

的に考えた ー スの り方についてステーション全体で考えていく必要性を感じ、 として、日

訪問看護 が出している「訪問看護 ー スの 評価のための ラ ン」を した。 

また、 ステーションは、地域の訪問看護ステーションの への参加もしていないため、まずは、

地域の 業者やケア と がりを作り、連携をしていくことが必要であると考えられた。相談者

は、そのような に参加しても もメ ットがない（これまでもメ ットが かった）と されてい

たため、その考え方を め他事業所やケア と の見える関 性を していくことが今後に

がることを めて えた。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

回目も２回目も現状 と課題の整理に時 がかかり、 策を導きだすことが しかった。相

談者も目の前の問題を整理できておらず、 課題の の分析の しさを感じた。 

人 管理の課題に関しては、まずは相談者に対するフ ー ッ が必要で、そこで相談者へのコ

ーチ ン を行うことにより 策を導き出す必要性があるが、その部分が不 分であったため、具

体的な 策を することができなかった。そのため、相談者がスタッフに 分な関わりができず

課題 には結びつかなかった。時 の られた中で、 回のア ー訪問で対応するには

があると感じた。 

相談者の一 の みは、管理者・スタッフの 成についてであり、一 ではいかない状 である

ことから、このままの状 が しなけれ 、 来的には り いのステーションの テラ トにな

ることも考えているとのことであった。利用者は 少なりとも増えてきており、経営的には成り立っ

ているため、経営者として、今後も課題 に取り組んでもらい、ステーション という結果にな

らないように ってもらいたいと思う。 
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＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

安 した事業運営と人 管理について 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者 名（代 取締役・看護 ・ 護 専門員） 

（１）相談内容 

① 開設して 年経 したが、 利用者が増えない。営業方法に問題があるのではないか 

② スタッフが しない。スタッフとの関わり方に んでいる。 意するとす めると言われる。

たに 用したスタッフは みが く、 っている 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

利用者確保のためには、 れるステーション・信 されるステーションでなけれ いけないが、
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営業方法に問題があり、そのために 利用者が増えないと考えていたが、利用者確保のためには、

ー スの が一 要であることを理 してもらう必要があった。 

ー スの の評価に関しては、相談者はスタッフとの 行訪問も とんど出来ておらず、スタッ

フがどのような訪問看護を しているのか できていなかった。 、 面で 意しなくては

いけないようなことがあっても、スタッフの「 める」という言 が く、言いたいことも言えない

状 となり、スタッフがどんどんルー になっていると感じていた。スタッフの ・ 内のルール

くりができていないことで現 の問題が じていることが明らかとなり、 に対応が必要な状

であった。 

（３）相談への対応とその理由 
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るステーションになるのではないかとア スした。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 
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たな相談はなかった。 

 

２）２回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者 名（代 取締役・看護 ・ 護 専門員） 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

前回の相談後、地域の訪問看護ステーションが することになり、そこからの が き
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また、 ステーションは、地域の訪問看護ステーションの への参加もしていないため、まずは、
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人 管理の課題に関しては、まずは相談者に対するフ ー ッ が必要で、そこで相談者へのコ

ーチ ン を行うことにより 策を導き出す必要性があるが、その部分が不 分であったため、具

体的な 策を することができなかった。そのため、相談者がスタッフに 分な関わりができず

課題 には結びつかなかった。時 の られた中で、 回のア ー訪問で対応するには

があると感じた。 

相談者の一 の みは、管理者・スタッフの 成についてであり、一 ではいかない状 である

ことから、このままの状 が しなけれ 、 来的には り いのステーションの テラ トにな

ることも考えているとのことであった。利用者は 少なりとも増えてきており、経営的には成り立っ

ているため、経営者として、今後も課題 に取り組んでもらい、ステーション という結果にな

らないように ってもらいたいと思う。 
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＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

経営者・管理者の役 と人 成について 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者・管理者（看護 ）・ 者（理 法 ）  名 

（１）相談内容 

① 利用者を増やし事業 を目指したい 

② 経営者・管理者・ 業員・事務の役 が不明確。今後組 化を図りたい 

③ 員の 体 について 

④ 常勤・ 常勤の い方や 対応の時の代 の考え方など運営全 について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

みや相談したい 目が にわたり、 を聞きながら課題を整理した。その中で、利用者確保や

今後の事業 のためにしなくてはいけないことは、営業だけでなく ー スの を確保し、地域に

信 される訪問看護ステーションとして することが必要であることに焦点化された。そのために

は、 員の 体 を見 すことや、運営するうえで、経営者・管理者・事務 の役 を明確にし、

ルール作りをしていかなくてはいけないことに課題を整理した。 

（３）相談への対応とその理由 

まず、開設 年目で現 の利用者数が確保できていることは、 に運営できていることであると

えた。経営者・管理者ともにしっかりとした理 を持ち、今後は事業を していきたいという考

えを持たれていた。現時点の運営上の みは 業員が少しずつ増え、組 としての成長が必要な 換

におこるものであることを理 してもらった。課題を整理したことで、経営者・管理者・

者・事務がそれ れの役 を明確にし、業務にルールを作っていくことが必要であることに

くことができた。 

また、 利用者が増えないという みに対しては、「行 のできるラーメン 」はな 人 があ

るのかという問いかけをし、 ー スの中 が けれ 人は集まってくる、 客 を ることが一

要であるということに いてもらえるように対応した。そのためには、 員 も見 す必要

があることを え、実 にア ーの事業所での人 成状 や、他の関 関が出している

ニュアルなどを した。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

経営者からは、開設 年目の状 として、現状で いのかというモ モ した みが かったが、

に運営できていることを認めることで安 感が られた。また、課題を整理し、今後の方 性が

見えたことでとてもすっきりしたとの発言が聞かれ、経営者としての役 を明確にし、運営をしてい

きたいと された。管理者は、 員の や運営面において、経営的なことを考えて時 をかけない・

をさせないことが いことだと考えられていたが、それでは人 成にはならないことがわかり、

これからはしっかりと時 をかけて などを行っていきたいと された。これまで管理者としての

業務を事務が っていた現状もあり、 員 のルール くりや業務分 を明確にすることで働きやす

                            

い くりに がるため、しっかりと取り組んでいきたいと された。 か月後には課題 して

成長したステーションにしておきますとの発言が参加された相談者 から聞かれた。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

回目の訪問以 は、現状報 のメールのやり取りが３回 度あった。その中で、ア ーの

ステーションを見 したいとの があり、２回目の相談は、見 を兼 て ステーションで実 し

た。 

 

２）２回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者・管理者（看護 ）・ 者（理 法 ）  名 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

前回の相談以 、積極的に業務の見 しを行い、業務の効 化が図れていた。しかし、 事務

員が管理業務を っている状 は せず、事務 員の 行 をどうする きかが 全体の

きな みとなっていた。事務 員に対しては、立ち上げから全体を見てきた 員でもあり、これまで

ステーションが に運営できてきたのもこの事務 員のおかげであることをまず認識してもらっ

た。 員は、自分の 価 を認めてもらいたいという を持っていることから、これまでの

をたたえ、組 が きくなりつつある今の では、業務の見 しや分 などのルール作りが必要で

あることを理 してもらうように する必要があることをア スした。また、 行 と認識し

ている部分に関しては、これまで経営者や管理者が 分にその役 を えていなかったことも と

して考えられる 、相 を する前に、自分たちのこれまでの行動の り りを促した。 

また、 回目の相談以 に、地域で自分たちの活動を ってもらおうということで、 りに出

し ン ッ ー や健 相談を実 していた。その ・運営をステーションの 員全員で行っ

たことで、 員 に一体感が まれ、 全体が地域で っていこうという が高まっていた。

今後、事業 を に れて活動されており、 の理 や方 性を 員が していくことが必

要であることを実感されていた。また、その活動を して、地域に ステーションの 名度を上げ

ることができ、経営面にも効果が現れていた。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

経営者・管理者ともに、しっかりとした理 を持ち、今後事業 に けて取り組んでいきたいと

いう思いを持たれており、少しのア スで今後の方 性を見出すことができていた。 の相談

内容は かったが、課題を焦点化することで、 とした不安が し、具体的に に取り組め

いのかを明確にすることができた。 者が客 的に現状を分析し、できていることはできていると

認めることで自信を持って事業運営にあたることができ、自ら持っている を き出すようにア

スできるこの事業は 効果的であると感じた。 
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＜ 訪問看護ステーション＞ 

 

経営者・管理者の役 と人 成について 

 

１）１回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者・管理者（看護 ）・ 者（理 法 ）  名 

（１）相談内容 

① 利用者を増やし事業 を目指したい 

② 経営者・管理者・ 業員・事務の役 が不明確。今後組 化を図りたい 

③ 員の 体 について 

④ 常勤・ 常勤の い方や 対応の時の代 の考え方など運営全 について 

（２）対応を必要とした問題・課題（相談内容の分析と問題の焦点化） 

みや相談したい 目が にわたり、 を聞きながら課題を整理した。その中で、利用者確保や

今後の事業 のためにしなくてはいけないことは、営業だけでなく ー スの を確保し、地域に

信 される訪問看護ステーションとして することが必要であることに焦点化された。そのために

は、 員の 体 を見 すことや、運営するうえで、経営者・管理者・事務 の役 を明確にし、

ルール作りをしていかなくてはいけないことに課題を整理した。 

（３）相談への対応とその理由 

まず、開設 年目で現 の利用者数が確保できていることは、 に運営できていることであると

えた。経営者・管理者ともにしっかりとした理 を持ち、今後は事業を していきたいという考

えを持たれていた。現時点の運営上の みは 業員が少しずつ増え、組 としての成長が必要な 換

におこるものであることを理 してもらった。課題を整理したことで、経営者・管理者・

者・事務がそれ れの役 を明確にし、業務にルールを作っていくことが必要であることに

くことができた。 

また、 利用者が増えないという みに対しては、「行 のできるラーメン 」はな 人 があ

るのかという問いかけをし、 ー スの中 が けれ 人は集まってくる、 客 を ることが一

要であるということに いてもらえるように対応した。そのためには、 員 も見 す必要

があることを え、実 にア ーの事業所での人 成状 や、他の関 関が出している

ニュアルなどを した。 

（４）結果および成果（相談者の反応） 

経営者からは、開設 年目の状 として、現状で いのかというモ モ した みが かったが、

に運営できていることを認めることで安 感が られた。また、課題を整理し、今後の方 性が

見えたことでとてもすっきりしたとの発言が聞かれ、経営者としての役 を明確にし、運営をしてい

きたいと された。管理者は、 員の や運営面において、経営的なことを考えて時 をかけない・

をさせないことが いことだと考えられていたが、それでは人 成にはならないことがわかり、

これからはしっかりと時 をかけて などを行っていきたいと された。これまで管理者としての

業務を事務が っていた現状もあり、 員 のルール くりや業務分 を明確にすることで働きやす

                            

い くりに がるため、しっかりと取り組んでいきたいと された。 か月後には課題 して

成長したステーションにしておきますとの発言が参加された相談者 から聞かれた。 

（ ）訪問日以 のやりとり 

回目の訪問以 は、現状報 のメールのやり取りが３回 度あった。その中で、ア ーの

ステーションを見 したいとの があり、２回目の相談は、見 を兼 て ステーションで実 し

た。 

 

２）２回目訪問 

日時： 年 月 ： ～ ：  

参加者：経営者・管理者（看護 ）・ 者（理 法 ）  名 

（１）１回目訪問後の事 の経 や られた結果、相談者の反応 

前回の相談以 、積極的に業務の見 しを行い、業務の効 化が図れていた。しかし、 事務

員が管理業務を っている状 は せず、事務 員の 行 をどうする きかが 全体の

きな みとなっていた。事務 員に対しては、立ち上げから全体を見てきた 員でもあり、これまで

ステーションが に運営できてきたのもこの事務 員のおかげであることをまず認識してもらっ

た。 員は、自分の 価 を認めてもらいたいという を持っていることから、これまでの

をたたえ、組 が きくなりつつある今の では、業務の見 しや分 などのルール作りが必要で

あることを理 してもらうように する必要があることをア スした。また、 行 と認識し

ている部分に関しては、これまで経営者や管理者が 分にその役 を えていなかったことも と

して考えられる 、相 を する前に、自分たちのこれまでの行動の り りを促した。 

また、 回目の相談以 に、地域で自分たちの活動を ってもらおうということで、 りに出

し ン ッ ー や健 相談を実 していた。その ・運営をステーションの 員全員で行っ

たことで、 員 に一体感が まれ、 全体が地域で っていこうという が高まっていた。

今後、事業 を に れて活動されており、 の理 や方 性を 員が していくことが必

要であることを実感されていた。また、その活動を して、地域に ステーションの 名度を上げ

ることができ、経営面にも効果が現れていた。 

（２）２回のア ー 事業を した全体的な評価 

経営者・管理者ともに、しっかりとした理 を持ち、今後事業 に けて取り組んでいきたいと

いう思いを持たれており、少しのア スで今後の方 性を見出すことができていた。 の相談

内容は かったが、課題を焦点化することで、 とした不安が し、具体的に に取り組め

いのかを明確にすることができた。 者が客 的に現状を分析し、できていることはできていると

認めることで自信を持って事業運営にあたることができ、自ら持っている を き出すようにア

スできるこの事業は 効果的であると感じた。 
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